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※データシートの記載内容は予告なく変更される場合がございます。　購入時には日本キスラー（同）までお問合せください。
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(キ ー ト ル ク )

iTorq ロータ

本社： 〒222－0033 神奈川県横浜市港北区新横浜3－20－8 ベネックスS－3 2F� TEL（045）471－8620／FAX（045）471－7071
中部営業所： （0566）71－3881　関西営業所： （078）360－3775　� URL: www.kistler.com／e-mail: sales.jp@kistler.com

型式 4551A...

一般的な技術データ	 	
精度等級	 	 	 0.05
非直線性（ヒステリシスを含む）	 	 % FSO	 0.03 
ゼロ点（TKO）への温度の影響	 	 % FSO/10 K	 0.05
定格値（TKC）への温度の影響	 	 % FSO/10 K	 0.05
再現性の標準偏差	 	 % FSO	 0.03
ヒステリシス	 	 % FSO	 0.03
ゼロ点の安定性（48時間）	 % FSO	 0.03
周波数応答　-3ｄB	 kHz	 10
使用温度範囲（定格温度範囲）	 °C	 10 ～ 60
使用温度範囲	 °C	 0 ～ 70
保管温度範囲	 °C	 −25 ～ 80
サンプリング速度	 kSample	 35
保護等級	 	 IP54

ダイナミックトルク測定用のトルクフランジ（ロータ）

•	非直線性 0.03%（ヒステリシス含む）
•	第2レンジの精度 0.15%以下
•	高応答 10kHz（周波数応答）
•	最大8,192パルス/回転

概要
KiTorqシステムは、ロータ型式4551A...とステータ型式
454xA...で構成されるトルクフランジです。パルス数は最高
8,192パルス/回転です。ステータは自動的にロータの変更を
検知し、必要なパラメータを設定します。同じパルス仕様のス
テータとロータであれば任意に組合せ可能です。（例：ステー
タ共通でロータ変更）
全てのロータは歪ゲージ（DMS）によってトルクを捉えます。
発生した信号は増幅され、約35ｋのサンプリング速度で処理
されます。高いサンプリング速度は、ダイナミックトルクを測定
できることを意味します。

ステータ 454ｘA...
ステータからロータに電源を供給し、ロータから測定値を受
信します。

校正
校正は、国の標準までトレースできる高精度な校正システム
を使用して行います。

アプリケーション
ロータ 4551A...の特性は、モータ、トランスミッション、ポン
プ、エンジンベンチなどのアプリケーションに最適です。
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その他の技術データ

ノイズ排除性 (EN 61326-1、 表 2)
電磁場（AM）	 V/m	 10
磁場	 A/m	 100
静電放電（ESD）	 	 	
	 接触放電	 kV	 8
	 空中放電	 kV	 4
高速過渡電圧（バースト）	 kV	 1
インパルス電圧（サージ）	 kV	 1
伝導性放射（AM）	 V	 10

機械的衝撃 (EN 60068-2-27)
回数	 n	 1,000
耐久性	 ms	 3
加速度	 m/s2	 650

3方向の振動荷重（ (EN 60068-2-6)
周波数範囲	 Hz 	 10 ～ 2,000
耐久性	 h	 2.5
加速度（振幅）	 m/s2	 200

パルス仕様
速度測定 オプション N2	 	 		
	 AZ相	 パルス	 1x60
回転角測定 オプション N3	 パルス	 最大 2x8,192		
	 ABZ相	 	 (90° 変位, TTL）
ジッター (振動周期)	 %	 2
分解能角度測定	 °	 0.03

機械的基本データ
型式 4551A... 50... 100... 200... 500... 1k... 2k... 3k0... 5k0...
定格トルク Mnom N·m 50 100 200 500 1,000 2,000 3,000 5,000
測定範囲 N·m ±50 ±100 ±200 ±500 ±1,000 ±2,000 ±3,000 ±5,000
限界トルク 1) Mop N·m 100 200 400 1,000 2,000 4,000 6,000 10,000
破壊トルク 1) Mrupt N·m 200 400 800 2,000 4,000 8,000 10,200 17,000
交互トルク Mdyn N·m 50 100 200 500 1,000 2,000 3,000 5,000
定格速度 nnom 1/min 20,000 20,000 17,000 14,000 14,000 11,000 11,000 9,000
ねじり剛性 CT kN·m/rad 0.013 221 300 877 1,322 2,340 3,106 4,502
Mnomのねじれ角 φ ° 25 0.026 0.038 0.033 0.043 0.049 0.055 0.064
最大曲げトルク2) 3 MB N·m 0,5 40 50 115 210 220 300 475
曲げトルクの剛性（放射軸） kN/Grad 0.3 0.5 0.6 1.1 2.2 2.5 4.0 6.7
付随する平面並行度誤差（限界曲げトルク） mm <0.3
縦方向限界負荷  2) 3) FA kN 1.5 3.0 3.0 4.0 6.0 8.0 12.0 14.0
軸方向の剛性 kN/mm 176 176 188 267 375 400 462 483
縦方向限界負荷の最大変位 mm <0.03
横方向の最大許容負荷 2) 3) FQ kN 0.4 1.0 1.0 3.2 5.5 6.0 9.0 12.0
半径方向の剛性 kN/mm 159 159 161 200 275 300 391 546
付随する最大ぶれ誤差（横方向限界負荷時） mm <0.025
重量 m kg 1.2 1.2 1.7 2.7 2.9 4.1 5.2 10.6
測定側の部分的重量 mMeas kg 0.7 0.7 1 1,5 1,6 2.3 2.8 5.7
慣性の質量モーメント j kg·m2 0.0019 0.0019 0.0038 0.0099 0.01 0.0224 0.0276 0.084
測定側の部分的慣性質量モーメント jMeas kg·m2 0.0012 0.0012 0.0025 0.0058 0.0059 0.0132 0.0161 0.0483
バランス等級 Q G 2.5

1) 静的、 2) 静的および動的 
3) 許容の寄生性の力（曲げモーメントMB 、縦方向FA、横方向FQ)の影響は、最大定格トルクの0.3%です。 不規則な応力（MB、 FA、 FQ)は、他の力が同時に発生し
ない場合、 それぞれ指定の負荷制限までのみ許容されています。　この条件を満たさない場合は制限値を下げる必要があります。　MBとFQの30%が同時に発
生した場合は、FAの40％のみが許容され、定格トルクを超えてはいけません。
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寸法

アプリケーション例
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型式 定格トルク 
N·m øD øTK øD1g6 øD2H6 øD3 B E1 E2 øS2 G T1 T2 h ±0.5

4551A50... 50 112 87 75 75 100 34 14 12 11 M6 2.5 3 133.5
4551A100... 100 112 87 75 75 100 34 14 12 11 M6 2.5 3 133.5
4551A200... 200 134 105 90 90 120 34 14 12 13.7 M8 2.5 3 144.5
4551A500... 500 167.5 133 110 110 155 40.5 14 14 20 M12 3 3 161.25
4551A1k0... 1,000 167.5 133 110 110 155 48 14 14 20 M12 3 3 161.25
4551A2k0... 2,000 201.5 165 140 140 190 46 14 14 22 M14 4 3 178.25
4551A3k0... 3,000 201.5 165 140 140 190 55 17 17 22 M14 4 3 178.25
4551A5k0... 5,000 253.5 206 174 174 238 64 21 21 30 M18 4 3 204.25

無金属室

図 2:	 KiTorq のアプリケーション例 図 3:	 無金属室アプリケーション例

カプリング（別途発注)

負荷

軸受け支え

無金属室

無金属室

ロータ

ステータ

図1： KiTorqロータ測定装置 型式4551A... の寸法（単位㎜） 

KiTorq ロータトルク測定装置の寸法（単位mm） 

トルク測定装置 KiTorq ロータ 
型式 4551A... 

トルク評価装置
KiTorq ステータ 型式 454xA... 
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取付

取付け側

6角穴付きねじ（DIN4762) 8個

駆動側

KiTorq ロータ
100/200 N･ｍ

最大取付深さ

締付けボルト 8個

定格トルク N·m
50	 	 	 050
100	 	 	 100
200	 	 	 200
500	 	 	 500
1,000	 	 	 1k0
2,000	 	 	 2k0
3,000	 	 	 3k0
5,000	 	 	 5k0

ステータ
なし 	 	 	 S00
4541A...　電圧・周波数	 	 S10
4542A...　PROFINET	 	 S2A
4542A...　PROFIBUS	 	 S2B
4542A...　CANopen	 	 S2C
4542A...　therCAT 	 	 S2D
4542A...　EtherNet/IP 	 	 S2E

パルス仕様
1x60 パルス/回転 + Z相	 	 N2
最大 2x8,192パルス/回転 + Z相	 	 N3

校正
WKS 1 シングルレンジ	 	 KA0
WKS 1 デュアルレンジ 1:1 および 1:10	 KA1
WKS 1 デュアルレンジ 1:1 および 1:5	 KA2
WKS 2 シングルレンジ	 	 WA0
WKS 2 デュアルレンジ 1:1 および 1:10	 WA1
WKS 2 デュアルレンジ 1:1 および 1:5	 WA2
DAkkS 5 シングルレンジ､ 5 測定ポイント	 DK5
DAkkS 8 シングルレンジ､ 8 測定ポイント	 DK8
DAkkS 5 デュアルレンジ､ 5 測定ポイント	 D52
DAkkS 8 デュアルレンジ､ 8 測定ポイント	 D82

発注コード
                                       　　型式 4551A     

定格トルク Mnom N·m 50/
100 200 500 1,000 2,000 3,000 5,000

ねじ M6 M8 M12 M12 M14 M14 M18
品質等級 12.9
最小取付け深さ mm 6 8 12 12 14 14 18
最大取付け深さ 1) mm 16 16 16 16 16 19 23
締付けトルク MA N·m 14 34 80 115 140 190 400
取付けフランジ平坦度 mm 0.01
取付けフランジ同心度 mm 0.02
最大軸変位 ロータ   ステータ mm ±1
空隙 (目標間隔) mm 1 ±0.5

ロータねじ接続、取付けねじ

1) 重要：　最大取付け深さを決して超えないでください！

アクセサリ（別途発注）
•	アダプタフランジ、カプリング (特注) 	 2300A...

校正
標準校正: WKS 1
標準設定:
•	 周波数: 240 kHz ±120 kHz 
•	 アナログ: ±10 V

特別校正:
ご要望に応じて特別校正が可能です。（例：第2レンジ、他の周
波数、DKD 校正等)　詳細はステータのデータシートをご参
照ください。
ロータとステータには、個々に校正証明書と製造番号がつい
ています。 

校正用語の定義:
•	 WKS 1:	5ポイント右、3ポイント左で校正をします。
•	 WKS 2:	5ポイント右、5ポイント左、シリーズの反復時で校	
	 正をします。 

•	 DAkkS:	DIN 51309に従った校正

校正サービスDAkkS-K-17650-01は、あらゆるメーカーが
製造したトルクセンサのトレース可能な校正を行います。


